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予算を割り当てる○ ○ － 継続する
Ｒ５年度予算を
要求する

　本地区は、現在までに排水機場と一部の排水路の改修が完
了しており、事業進捗率は75％となっている。
　本事業により、既に施設の整備がなされた地域では、湛水
被害の軽減などの事業効果が見られているほか、排水路に
転落防止柵が設置されることで農業従事者の作業の安全対
策にも寄与している。
　事業の長期化の要因となった排水路工事に伴うガス管の移
設についての各種協議調整が完了しており、計画的な事業進
捗が見込まれている。
　今後も、コスト縮減を図りつつ、事業完了に向けて着実に事
業を推進し、さらなる事業効果が発現することを期待してい
る。

○ ○ ○ ○ 1.12 ○千葉県 ○ ○ ○ －関東農政局 千葉県
農村地域防災減災事業（湛水
防除）

蓮沼Ⅱ期

○ － 継続する
Ｒ５年度予算を
要求する

　本地区は、現在までに概ね半分の排水路の整備が完了し、
事業進捗率は45％となっている。
　本事業により、当該地区の農地を含む地域の湛水被害が軽
減され、農業経営の安定や地域住民生活の安全確保等の効
果が期待できる。
　事業の長期化の要因となった排水路の鉄道横断について
は、各種協議調整が完了しており、計画的な事業進捗が見込
まれる。
　今後も、コスト縮減を図りつつ、事業完了に向けて着実に事
業を推進し、早期に事業効果が発現することを期待している。

予算を割り当てる○ ○ ○ 2.15 ○ ○長野県 ○ ○ ○ － ○関東農政局 長野県
水利施設等保全高度化事業
（かん排）

梓川右岸

予算を割り当てる○ ○ － 継続する
Ｒ５年度予算を
要求する

　本地区は、現在までに用排水路、農道の整備が完了してお
り、事業進捗率は78％となっている。
　残工事については、区画整理の一部の整備となっている。
　本事業により、基盤整備が行われた農地では、農道整備に
よる荷痛み防止や区画整理による営農の効率化が図られると
ともに、事業を契機として新規就農者の増加や担い手への農
地集積が図られる等の事業効果が見られる。
　事業の長期化の要因となった埋蔵文化財の発掘調査等に
ついては、各種協議調整が完了しており、計画的な事業進捗
が見込まれる。
　今後も、コスト縮減を図りつつ、事業完了に向けて着実に事
業を推進し、さらなる事業効果が発現することを期待してい
る。

○ ○ ○ ○ 1.18 ○山梨県 ○ ○ ○ －関東農政局 山梨県
水利施設等保全高度化事業
（畑総）

日下部

○ － 継続する
Ｒ５年度予算を
要求する

　本地区は、現在までに整地、用水路、排水路、暗渠排水の
整備が完了しており、事業進捗率は95％となっている。
　残工事については、農道の一部の整備のみとなっている。
　本事業により、基盤整備が行われた農地では、大区画化に
よる営農の効率化や汎用化による高収益作物への転換、農
業用水の安定確保が図られている。
　また、事業を契機として担い手の育成や法人化も図られ、農
地集積率が事業実施前に比べて21.4％の増加となる等の事
業効果が見られるほか、排水路に転落防止柵が設置されるこ
とで農業従事者の作業の安全対策にも寄与している。
　事業の長期化の要因となった用地境界の確定等について
は、各種協議調整が完了しており、計画的な事業進捗が見込
まれる。
　今後も、コスト縮減を図りつつ、事業完了に向けて着実に事
業を推進し、さらなる事業効果が発現することを期待してい
る。

予算を割り当てる○ ○ ○ 1.07 ○ ○千葉県 ○ ○ ○ － ○関東農政局 千葉県 農業競争力強化農地整備事業 武田川下流
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